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茅ヶ崎市立鶴が台中学校

警 若き心
集まるところ

|:機 1lt憲 :3専 :ι機: :磯

平成 31年 3月  校長 伊藤 盛人

生命の息吹が

外へ表れ始める季節です

市内で猛威を振るつたインフルエンザは、一時、警戒警報が発令されるほどでした。本校でも2年生

の 2ク ラスが学級閉鎖をし、ご心配をかけましたが、今はすっかりおさまりほつとしています。受験生

である 3年生の中にもインフルエンザで苦しんだ人がいたようですが、何とか無事、受験を乗り切るこ

とができたようです。

気がつくと、日没時間は遅くなり、 3月 から最終下校時刻も18時になります。
朝、生徒を迎えるひと時に正門付近の自梅が満開になっていることにも気づきました。春の訪れはも

うすぐそこまで来ています。

草木萌え動く

ご書労機 3年生
残りわずかな中学校生活です

思いを込めて過ごそう

私立高校の合格発表が 2月 11日 (月 )以降に行
われました。更に共通選抜試験 (公立高校)の合格
発表も2月 27日 (水)に行われました。職員室で
は合格者の報告の声が高らかに響きました。

中学校生

活最大の難

関である高

校入試を乗

り越えた 3

年生は、少

しほっとし

たところだ

と思います。

― 卜しています。これから、卒業式当日まで、3年

生は卒業式の練習を行ったり、中学校生活を振り返

りながら、新生活へ向けて心を整えることになりま

す。次へのステップのために3年生には毎日をしっ

かりかみしめて大切に過ごしてほしいところです。

2年定期テストが無事.

終了しました

1 ,

1,2年 生は 2月 13日 (水 )、 14日 (木 )、
15日 (金)の 3日 間で学年の締めくくりとなる

後期期末テス トを行いました。 1, 2年生はこの
テス トを乗 り越えてそれぞれが進級することにな

ります。 1年間の締めくくりをしつかり行い、 2

年生は最上級学年へ、 1年生は中堅学年へと自分

たちの立場を自党して進級してもらいたいもので

す。
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『恕 (思いやり)』 について

3年生と特別授業を行いました

2月 18日  (月 )か ら2月 26日  (火 )まで 3年
生を対象にした校長特別授業を行いました。卒業を

間近にした 3年生に「生きるヒント」を少しでも伝

授したいと思い、昨年より1時間多い、 2時間扱い

で授業を行いました。久しぶりの授業にこちらも緊

張しましたが、どのクラスの生徒も温かく迎えてく

れ、気持ちよく授業をすることができました。

実際に起きた事件をもとに差別 〈いじめ)が起こ

る原因が何にあり、解決の糸回は相互の「恕 (思い

や り)」 にあることを確認 しました。また、授業の

終末には、生徒自身の今までの生き方について振り

返ってもらいました。

3年生はこちらの指示に的確に反応し、盛りだく

さんの学習活動を難なくこなしていました。多くの

発間に対して自分の思いを仲間としつかり語りあう

姿が印象的でした。

出前授業 (小学校)に行きました

新 1年生の入学の準備も始まっています。 2月 1

5日 (木 )鶴が台小学校、香川小学校の 2校に本校
職員を派遣し、 6年生に向けて授業を行いました。
出前授業から新生活に期待する 6年生の思いが伝
わってきました。今から春の訪れが本当に楽しみで

す。

出舗授業の内害は次のロリです

鶴が台小学校

阿部先生  「ハンバーガーショップを作ろう」
大丸先生  「体つくり運動」
香川小学校

生野先生  「不思議なもようマープリング」
員島先生  「都市の問題を見つけよう」
中村先生  「ことわざ。四字熟語 (ク イズ)」

2月 25日 (月)1年生弁粛大会
1年生の新鮮な思いを開けました

代表弁± 8名が日常生活の中で気づいた思いを

語ることができました。

1 今、私がしなくてはならないこと 出口陽奏
2 固定概念を捨てろ       小川陽平

3 何気ない挨拶         沼田柚奈

4 交通事故を防ぐには      西留颯人
5 考え直して         亀井穂乃果

6 動物への虐待         松本孝介

7 言葉の刃           前田 優
8 笑顔で納税できる国を目指して 前 咲希

機長菫よリー言

さて。3年生にどんな雷
=を
送ろうか ?

只今、思案中

3年生の卒業準備が着々と進む中、学校全体で

も3年生のフィナーレを飾ろうと取り組みが始ま
っています。

私も今年の卒業式にどんな言葉を 3年生に送ろ

うか、今、思案しているところです。

昨年は私自身の卒業論文を引っ張りだし「人は

友情によって動かされる。人との出会いが自分の

一生を決める」と、中国の歴史家司馬遷の生き方

をもとに論じました。

今年は、どんな話をしようか、考えています。

今年も円陣で盛 り上がった「運動会」、広島市民と

朗読のジョイントをした「修学旅行」、新装した文

化会館で迎えた「合唱コンクール」など、 3年生

とともに過ごした日々を今、回想しています。

いずれにしても3年生は、この 3年間、本校の

体験を通して、社会性を鍛え、協調性を身に着け

てきました。そんな 3年生が次に何を目指すべき

か、校長としての願いを込めて卒業式にお話をし

ようと考えています。どうぞ、お楽しみにしてく

ださい。
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